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第二段階から第三段階（感染拡大期）まで
～入院措置による感染拡大防止策が行われる段階～

急性の発熱及び呼吸器症状を呈しており、

患者との接触歴のある者患者との接触歴のある者 流行国への渡航歴のある者流行国への渡航歴のある者

発熱外来発熱外来

感染症指定医療機関等感染症指定医療機関等

発熱相談センター発熱相談センター

入 院 措 置入 院 措 置自宅療養もしくは通常の入院自宅療養もしくは通常の入院

かかりつけの医師かかりつけの医師

電話 電話

搬 送搬 送

一般医療機関一般医療機関

電話 電話
ＦＡＸ

重症例

もし、直接に一般の
医療機関を受診して
しまった場合には、
公共交通機関を避
けて発熱外来を受診
させる。自家用車等

この段階において
は、発熱外来と感染
症指定医療機関等
は併設することが望
まれる。

感染
否定

感染
診断

感染
否定

上記に当てはまる
者は、必ず電話に
よる連絡・相談に
より発熱外来を受
診する。

発熱外来発熱外来

第三段階（まん延期）以降
～患者への入院措置が解除された段階～

発熱相談センター発熱相談センター

かかりつけの医師かかりつけの医師

一般医療機関一般医療機関
自

宅

療

養

自

宅

療

養

入院治療をおこなう医療機関入院治療をおこなう医療機関

公共施設等における療養公共施設等における療養

ＦＡＸ等による処方箋発行

療養指導

電話
電話

処方箋発行

直接の受診があ
ることを想定して
おく必要がある。

重症例

※２

※１ 事前に了承しておくことで、電話による診療を行う。
※２ 医療機関が重症患者で満床となった場合。

処方箋発行

急性の発熱及び呼吸器症状を呈する者

※１
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表１ 発熱外来の考え方 

 

 
第二段階から 

第三段階（感染拡大期）まで 
第三段階（まん延期）から 

想定される期間＊1 数日間～数週間 数週間～数か月間 

主たる目的 
新型インフルエンザの患者とそ

れ以外の患者との振り分け 

①増大する医療ニーズに対応

②入院治療の必要性判断 

電話連絡の必要 

発熱相談センターに連絡・相談

し、発熱外来に電話した後に受

診 

必要に応じて発熱相談センタ

ーに連絡・相談し、発熱外来

を受診 

新型インフルエン

ザの患者と診断し

たとき等の対応 

全例について保健所に連絡し、

感染症指定医療機関等へ移送 

入院の必要があると判断され

る重症患者のみ受け入れ医療

機関に転送し、それ以外は原

則として自宅療養を指導 

  ＊１ 期間はあくまで想定である。 

 

 

 

表２ 入院病床の考え方 

 

 
第二段階から 

第三段階（感染拡大期）まで 
第三段階（まん延期）から

想定される期間＊1 数日間～数週間 数週間～数か月間 

主たる目的 感染拡大の抑制 重症者の治療 

入院となる対象 任意入院及び患者の法的入院 入院治療を要する重症例 

対応する医療機関 感染症指定医療機関等 
原則として全ての医療機

関 

  ＊１ 期間はあくまで想定である。 


